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－ 84 － 
う。朝雲庵と名付けている。その茶室の庭で不思議なものに出会った。加賀のほうから送られ
たという灯篭である。主柱の石に横から四角い穴が空いている。この穴に横から石の棒を差し
込めば、十字架になるのだという。つまり、隠れキリシタンの道具なのである。どういう経緯
でここにあるのだろう。じつは同じような燈篭が、あとで訪れた南宗寺の庭にもあった。なん
となく気になる灯篭である。 
店の特別な案内はここで終った。せっかくなので１階奥の「利休」というお茶処で休憩がて
ら、カステラとお茶をいただいた。風情ある茶室とその庭を眺めながらのくつろぎのひと時で
あった。 
江久庵のお店を出た後、マネージャー氏が連れて行ってくれたのは、仁徳天皇陵、そして、
くるみ餅で有名なかん袋である。胡桃ゆべしではなく白玉だんごをどろどろのうぐいす豆のあ
んをかけてくるんだものという意味であった。あんが甘すぎてかき氷をかけてちょうどよいく
らいだった。 
ここまで来たところで、お昼になり、ホテルに戻った。あとは、ホテルで自転車を借り、本
格的な和菓子行脚、いや、残飯整理バケツとしてのお伴の旅となった次第である。 
